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マリールイーゼ・フライサー

ーープレヒトとの出 会 い を 中 心 こー 一

上 雅 f
 

1963年，ハンザー占店から『前衛詩人』と題する小品が出版された。作者

'̀ま当時61オのマリー）レイーゼ・ フライサー，大方の読者にとって はなじみの

ない名前である。 20年代末には限られた範囲内でのこととはいえ，一定の知

名度を有し将来を嘱望されてもいたこの女流作家は，この時点においてはま

った＜忘れ去られた存在になってしまっていた。文学史を播いてみて も，そ

こに彼女についての記述を見い出すのは困難である。ワイマール文化の花開

いた時代を体験した一部の演劇通の記憶の片隅には，あるいは1926年にベル

リンで上演された劇『インゴルシュタットの工兵たち』が引き起こしたスキ

ャンダルと結びついた形で，マリールイ ーゼ・フライサーの名前がしまい込

まれていたかもしれない。いずれにしても，市場での華々しい成功が期待で

きるような状況には彼女はいなかった。出版されたその年に1300部ほど完れ

たのを頂点に以後 330部， 1965年には80部，翌年，翌々年には売り上げは

わずかに50部ほどを数えたにすぎない。時はしばしば不思議ないたずらをす

る。この時期いったい誰が， 5年後に起こった今日ではもはや伝説とすらな

っているフライサー ・ルネッサンスを予見していただろうか。

本稿は，それ自体一篇のドラマとも呼びうる長きに亙る忘却と突然の復活

を体験した一女流作家，現代ドイツ文学また演劇の大きな流れの中で特異な

光どを放っているマリ ールイーゼ・フライサーの，文学地図における場所探

しの旅，その第一歩となることを目的として占かれた。

I 

フライサーは， 1901年11月23日鍛冶屋で金物商の次女としてインゴルシュ

クットに生を享けた。ミュンヘンの北方， ドナウ河畔に位匝する人□7万足

らずのこの地ガ都市は， 「精神的生の形式」 としてその後彼女の生涯を規定

(659) 
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する大きな要素となっていく。町の歴史は古く，都市権を得た時期は1250年

頃と推定されている。バイエルン州の他の諸都市と変らず，インゴルシュタ

ットでもカトリック信仰が内的生活の基盤となっていた。朝に晩に 9つの教

会の銃の音が町に響きわたった。インゴルシュタットの都市としての性格を

特徴づけていたのは，中世からの要塞，軍隊駐屯地としての伝統である。フ

ライサーの少女時代，町には営介と軍用駅があった。住民は軍事都市インゴ

ルシュタ ットを誇りとしていた。

父親のハイ ンリッヒは，中産階級の知性と教養に憧れる上昇志向の強い人

物であったようだ。彼は出来ることならば，子供たちすべてを大学で学ばせ

たいと望んでいた。しかしインフレーションの急激な充進は，金物商の願望

を打ち砕 く。経済状態の悪化は，けれども憧れをより一層かきたてる方向に

も働いた。 彼が夢の実現を託 したのは，｝レイ ースと呼ばれていた次女，夭折

した息子の後に一一期待に反して一~リールイーゼであった。

彼女は父親の秘蔵っ子となり，他の兄弟姉妹たちが病弱の母を助けて家事の

手伝いをしなければならなかったのに対して，一人読書にふけり空想の世界

に没入する事を許されていた。彼女が17オの時に亡くなる病弱の母や兄弟姉

妹たちに，特別の愛情を寄せていたとは考え難い。母の死に際しても，何ら

かの心の動揺を示すような発言は残されていない。

「子供たちは皆，中心にある太陽に結びつくように，父親と強く結びつい

ていた。」

伝統的家父長制がここではまだ力を失ってはいなかった。少女期のフライサ

ーが，父親により強く愛着し自己同一化の対象として母親を選ばなかったこ

とは， 彼女の文学を考える上で記憐されてよいだろう。

彼女の少女期の回想の中で輝かしい 1ページを占めるのは，市立劇楊での

観劇である。光と音が形造る魅惑は 5オの少女の心に忘れがたい感銘を与

ぇ，おそらくはそれが後年の劇作へとつながっていったものであろう。しか

しながらそれは15年ほども後のこと，演劇への接近はとりあえずは最も少女

らしい形をとる。 15オのマリールイーゼは『アルト ・ハイデルベルク』でカ

ール・ ハインリッ ヒを演じた俳優に， 「お目にかかりたい」と認めたファン

レターを出した。ランデヴーを快諾した返事は，父親の手におちた。父親は

当然激怒し，この小さな事件が比較的波瀾の少なかった親子関係における最

初のトラブルとなる。

(660) 
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1914年マリ ールイ ーゼは初めてイ ンゴルシュタッ トを離れレーゲンスプル

クにある修道院付屈女学校に入学した。その女学校時代は，幸福なものであ

ったとは言えない。外の世界では第 1次世界大戦の嵐が吹き荒れていた。 彼

女の内面においても同様に，思春期だけが巻き起こす激しい風が吹き始めて

いた。ば女を待ち受けていたのはしかし， 「バ ック ラムカラーの世俗立ち入

り禁止区域」， 禁欲と隔離を専らとする教育であった。少女たちは内的であ

ると外的であるとにかかわらず，常に監祝され検閲された。信杏の秘密は当

然守られなかった。実に種々様々の禁止事項が考え出されていた。廊下や階

段で話をする事は禁止，食市中スープを飲み終るまでに話すのも禁止，ー）

肖住れていたり誰もいない教室でこっそり一人学習するれも禁止，笈にリボン

をつけるのも頭髪をまっすぐに分けないてドも禁止されていた。

「私にわかっていたのは，自分が修道院で大きくなったということ，そこ

て習った」iは人生にとって誤りだということだけだった。私は服従するよ

うに教育された。 ・・・私は0分を守るようには教育されなかった。」

学校という名の牢獄の中で思春期をおくったマリールイーゼ ・フライサー

は，精神的には無防備のまま1919年大都会ミュンヘンヘと旅吃っていった。そ

の地の大学へ娘を遊学させた父親の希望は，娘を教師にすることであった。ゲ

ルマニスティークと演殷ll学を専攻し，現代演測研究の権威でありヴェーデキ

ントらとも親交のあったアルトゥール ・クッチャ ー教授のゼミナールに籍を

四いた娘の野心は， しかし実のところ教師になることにではなく文学の)jに

向けられている。折からの経済危機のあおりで極度に少ない仕送りのため何

度か文字通り飢え死に寸前まで追いつめられながらも，シュワ ービンクに店

を定めた彼女はそこに漂うポヘミアン的空気をおずおずと呼吸し始めた。

1922年，フライサーは芸術家仲間の謝肉祭パーテ ィの席上リオン ・フォイ

ヒトヴ ァンガーと知り合いになる。若い作家の発掘に熱心な彼は作家志望の

女子学生の良き助言者となった。彼女がひそかに甚きためていた作品のうち

唯一フォィヒトヴァンガーが認めた『私の双子の妹オルガ』は， 1923年『タ

ーケフーフ』誌に掲載されフ ライサーの文坦デビュー作となる。

1924年フライサーは彼の仲介により，彼女の文学と生涯に決定的な軌跡を

残すことになるある人物と出会う。インゴルシュタ ットという地方都市から

ミュンヘンに出てきた作家の卵が知った巨大な存在，それはベルトルト ・フ

レヒトであった。

(661) 
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II 

それ以後 5年に亙る二人の関係は，ブレヒト にとってはその波瀾に宮んだ

生涯のおそらくは取るに足 りないーエヒ°ソ ー ドにすぎないかも知れない。一

方フライサーにとっては彼との出会いと別れは人生における最大の事件であ

ったと言っても，決して過言ではない。 彼女の文学と内面の基盤をなす諸特

徽が最も尖鋭な形でそこに結晶していることは，われわれの注意を喚起せず

にはおかない。

直接の出会いに先立って，すでにフ ライサーは「プレヒト体験」とでも呼

ぶべきものの洗礼を受けていた。

「彼の天才的着想の産物， 『バール』を私は自分の部屋で読んだ。この作

品に私の胸は高鳴った。『太鼓』 を実際に舞台で見た時には，衝撃によっ

て私は打ちのめされてしまった。芝居がはねた後，私は何時間も雨で湿っ

た10月の大気の中を歩き回った。そして知ったのだ，こ の詩人から私は離

れない，この人は私にとって大事な何かを持っている，私は決してこの人

のわきを通り過ぎてしまうことはないと。」

すでに，『バール』，『夜鳴る太鼓』な ど挑発的魅力に満ちた作品を発表し，

若い世代の寵児となりつつあったブ レヒトにとってもまた， 1924年から1929

年にかけての時期は作家としての歩みの中でひときわ重要な意味を持ってい

た。それまでの彼の作品がいまだランボーやヴェーデキントら先人の影を引

きずっていたのに対し， この期を分岐点にブレヒトは実作と理論の両面にわ

たって彼にしか築きえない世界に踏みだしていく 。 『イングランドのエドワ

ード 2世の生涯』，『男は男だ』，『マハゴニー』，『三文オペ ラ』の諸作で叙事

詩的演劇の方法論が発酵 していく過程を，われわれは目の当りに見る ことが

できる。なかんずく『三文オペラ』の大成功は，彼に自己の新しい演劇論に

対する確信の念を与え，この成功を踏み台に作家はより広い舞台へと飛躍し

ていった。そして彼は， 1926年頃よりブレヒトを後年のブレヒトたらしめる

もの，マルクスに取り組み始める。マ）レクス学習は，華麗で頬廃的なオペ ラ

から禁欲的な教育劇への移行を準備する。 1929年にはすでに， 2つの教育劇

『リンドバーグの飛行』，『了解についてのバーデン教育劇』が成立していた。

それでは， この変身を続ける作家の傍らにあって， この時期マリー）レイー

ゼ ・フライサーは何を書き，どのように生きていたのか。

(662) 
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1924年彼女，よこ＼そかに処女血曲『足洗い』を占き始めていた。附罪行為を

慈味する表題が暗ホしている如く，これは宗教的な迅具．＼7．てを1ヤ景に品られ

る思春期の少年少女たちの「混乱とオ『き悩み-，辿害と受難の物語である。

ちなみにフレヒトとの出会いの仙接のきっかけとなったものは，この戯曲で

あった。よりセンセーショナルな題名に，というプレヒトの意見に基づいて

苫者の r解なしに『インコルシュクノトの煉は』と改題された戯曲は，1926

年 4月25日ベルリンでt1]演さ才た。 I．．演が実現したのは，プレヒトの':..とん

ど命令に近い推曲によるところが）ぐであった。経緯はどうであれ，24}・の女

性にとって処女む曲が1lt界都市ベルリンで［／演された1i「1（本異例の成功と言

→ことらできよう。この処女戯曲かフライサーの自発的創作衝動から翡かれ

セのとは対照的に， 鯰く第 2作『インゴルシュクットの「．兵たち』 はプレ

ヒト からの求もに比：して占かオた＂’＼負仕事というに近かった。ィンゴルシュ

クットに橋をかけるためにやって来た 1..Iしと町の娘たちの間にもち kる性的

事件をテーマとするこの作品ふ 1928年 3Jl 25日ド レスデンで初演された際

には何ら言及に値いするような反1位を引き起こさなかった。現代演劇史に残

るとすら言われるスキャンクルとなったのは，1929年 3月30日のベルリン上

演てあろっ 今［口］も糸をこ＼いていたのは， 勿論フレ ヒト に他ならない。 作中

の挑発的要素を強めるようにとのプレヒトの度軍なる甚き換え命令に疲れき

ったフライサー9す'-いに舞台桔古に姿を見せなかったっ実際にはプレヒト

が演出したと甘ってもよいこの劇は， T-兵と娘たちの性的放縦さを舞台いこ

)＜胆に歴開することによって，当然の結弔イソゴルシュタットの住民を激怒

させた。古くからの軍ポ都市の誇りは地に昭ち，カトリノク信者としての倫

理観之深く悦つけらオた＾非難と怒りの矢直lにマリールイーゼ ・フライサー

ばさらされた＾一時期生命の危険すら案しられるぽどであった。父親は彼女

に，家に足を踏み入れることまか・）ならぬと甘い渡す。,..あの『 Iこ兵たち』

の作者」という汚名がここれ以後どこまでも彼女につきまとう。

世間の攻沖の嵐のたゼ中に孤＼＇「無援てとり残されたフライサーは，彼女に

とって今や加古者となったフ｀レヒトとの決別左決意した。フレヒ トからの離

反は同時に，文学の表舞台からの退場を粘果として招いた。 ドロース ・テュ

クセンなる二流作家との婚約とその解消， fl殺未必を経て，1933年フライサ

ーは彼女ん歓迎することなとありえない故郷インコルシュクソトに戻ってき

た。 Il:．確には，そこ以外の場所はらはや彼女には残されていなかったと己・う

べきだろう。

(663) 
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III 

1935年マリ ールイーゼ ・フライサーは幼なな じみのタパコ雑貨商ヨゼフ

（通称ベップ） ・ハインドルと結婚した。愛情が期待されたからではない。経

済的困窮と地域社会での敵意からの逃避が結婚に求められたからにすぎな

い。この決断は，1958年夫が亡くなるまで彼女をインゴルシュタットと婚姻

という二重の極桔の中であえがせる。彼女を苦しめ続けたもの，それは「書

けない」という作家にとっては最大の苦悩であった。外的にはその著作が焚

書リス トに入れられているフライサーは， 執筆禁止令を受けていた。が，彼

女の創作を阻んだのは，そ うした外的政治的圧力ではなかった。かりにそう
5 

であったなら，その苦悩はより堪えやすかったであろう。フライサーから書

く力を奪ったもの，それは彼女自身の内面に深く根をおろした挫折感であっ

た。 1938年には神経科へ入院しなければならなかったほど，彼女の精神状態

は危機的様相を帯びていた。結婚生活はそれにさらに追い打ちをかけた。商

売を切りまわしていた彼女には，そもそも執筆のための時間を見つける事が

困難だった。

幸いにも1940年頃から事態1ま幾分好転した。多くの障害とたたかいながら，

再び彼女は内部に空虚なものを感じつつペソをとる。戯曲『カー）レ ・シシュト

ゥア）レト』，『強き一族』，短編小説『馬と処女』などが， その疲れたペン先

から産みだされていった。危機が克服されたのではあるまい。 1955年のリオ

ン・フォィヒトヴァンガー宛ての手紙においてもなお，悲痛な叫びが書きと

められている。

「… この永遠の不安から解放されさえすれば， 私は何かを書くことがで
6 

きるでしょう。私は書きたい，もう一度書けるようになりたいのです。」

「もう一度書けるようになりたい」， この切実な願望の実現のためには，

彼女はあと 3年待たなければならなかった。夫の死によって時間と精神の自

由を再び手中にしたフライサーは， 自己の文学世界を建て直したいとの欲求

に従って，最も深い影を自分におとしている出来事を言葉に定着させようと

した。その出来事とはプレヒトとの出会いと別れ，当初『 トラウ マ』と題さ

れるはずであった作品は，最終的には『前衛詩人』と名付けられた。
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z
 「プレ ヒト が亡くなって，すでに 6年がたっていた。私は一人ほっちで，

彼を私の人生に呼び戻したかった。古くことで彼を非常に身近に引き寄せ

たのだ。それは魔法の呪文 (Beschworung)のようなものだった。」7

占くことによって死者を呼び戻す，その存在のもつ強烈な生命力と，それ

によって芍かれていた若き日の自己の創造力をもう一度我が物とする。 『前

衛詩人』にはそのような願いが封じこめられていた。

「彼女は共同作業者なのか，ガールフレンドなのか，愛人なのか，それと

も妻となるのか，はっき りとはしなかった。］

この嚇き出しが予感させるように，この私小説とも言える物語は二人の作

家の文学活勁をめぐる話であると同時に男と女の愛情についての話でもある

という，二重の構造を持っている。作中ブレ ヒト である詩人に名前は与えら

れていない。かわって彼に与えられているのは， 「天才，ヵ，太陽，猛獣使

い，ダイ ナマイト」などなど強烈なオーラ をその背後に持っている一群の名

詞だ。女主人公、ンリ ー ・オーバーマイヤーは，フライサーの言葉によれば，

彼女自身と，やはりプ レヒト の終生の共同作業者であり続けたエリザベート

・ハウプトマンの両者から作り出された人物である。ボリーという名で登場

する女性はヘレーネ ・ヴァイゲル，ニックルとはフライサーの後の夫であるべ

ップ ・ハインドル，ユダヤ人とはリオン ・フォィ ヒトヴァンガーを指す。

物語は一口で言うなら，田舎出の女子学生が天才と出会い幻惑され「彼が， 
叡 やり方で，沓くことを学んだ」と認めながら，他者を仮借なく搾取する

彼の生き方に女性として，また作家として二重に偽つき離反していくフ゜ロセ

スを中心に構成されている。

10 

「重要なものは，あのプレヒト，彼の不滅の形姿である。」

プレ ヒト という特異な天オの光と彩が，女流作家のレンズを通して赤裸々

に占きとめられていく。

11 

「彼は天オのもつ自由を行使した。」

(665) 
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「その男は力だった。彼はすぐに彼女をこわしてしまった。」12
‘. 

・9
レ・

13 

「彼は魔術を自由自在に操った。」

「人間はそれほど重要ではない。人間は取り替えることができる。・・・それ
14 

は自由のもつ寒気だった。彼女は凍えるのを学ばねばならなかった。」

「その男はひそかに害し，また魅惑した。奇妙なことに，彼と関係を断っ

た者は，それを克服できなかった。彼の友人である者はずっと友人であり
15 

続けねばならなかった。」

「窮極目的においては，．彼は人間を助けようとしていた。行動においては
16 

彼は人間を軽蔑 していた。」

しかし作家の鋭い眼差しは他者にのみ向けられているのではない。プレヒ

トとの離別に相前後して，対照的な二流作家と婚約する自己自身の心的機構

も充分意識されている。

「彼女は再び自 由に，それどころか永久追放の身にさえなった。じかし，

彼女は男による防御をもたずにはいられなかった。ある奇妙なことが起こっ

た。男をちょうど探しあてるというわけにはいかないので，すでに男を見つ

けだしていなければならない，そして一人の男を見つけた途端，彼女はすぐ
17 

に再び自由を放棄してしまったのだ。」

ギュンター・リューレの言葉を借りるなら，「彼女は世界と社会をただ，決
18 

定的なそして対照的な男たちを通じてのみ体験した。」

マリールイーゼ・フライサーにとって外部世界に通じる道は，男性によって

のみ用意された。現実を把握する手がかりは常に男だった。自分を変えたい

時には，彼女はバートナーを取り替えた。従属を嫌いながらも，ひとつの従

属からの離脱はいつも，別の者への従属に終った。プレヒト からの逃避はド

ロース・ティクセンとの婚約につながり，ティクセンとの婚約解消が招いた

ひとつの結果は，ベップ・ハインドルとの結婚だった。

フライサー自身自己のこうしたメカニズムは充分意識しながらも，それを

女性一般の特性の中に解消させて考えていたようでもある。 『前衛詩人』の

(666) 
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中には，そうした彼女の認識のあり様がちらりと姿をのぞかせている。

「男は前進しなければならない。男は決して女ではない。『

「それは男向きのテーマだった。 ・・・彼女の本能は政治的ではなかった。彼

女の本能は夢見ることだった。」
20 

侵人することによって生きている男と，侵入されることを半ばは待ち望む

女との話が，この作品には透けて見えるかのようである。

V 

前述したように， 『前衛詩人』は市場での成功を勝ち得ることはできな力

った。しかしその加ま，この小説に反孵がなかったということを意味するの

ではない。作品の尤れ行きとは無関係に，激しい論争がわき起った。そのt11ll

争は作品評価それ自身をめぐるものではなく，そこに仮借なく描き出された

「猛獣使い」プレヒトの人物像が問題となったのだ。『前衛詩人』は多くの評

者に，フレヒト批判の書として受け取られた。プレ ヒトを誹謗するためにの

み四かれたとする見方すら存在したc時代もまた作品評価に不利に作用した。

ベルリンの壁建設が引き金となったブレヒト ・ボイコットから，まだ 2年と

はたっていなかった。世間には，おそらくプレヒト批判を歓迎する風潮が優

勢でもあったのだろう。そもそもプレヒトは，その絶えざる変貌，大胆な芸

術理論，率貞な政治的発言によって生涯を通じて種々の論議を呼んできた人

物てある。西独演劇界におけるプレヒト受容ひとつを取り上げてみても，東

西両陣営の冷戦に起因するプレヒト・ボイコット，その後にくるプレヒト ・

プームをへて現代の古典としての評価の定着，さらにプレヒトの権威化への

反動てもあるフレヒト疲れと，二転三転の目まぐるしさではある。その都度

ある時は恐れられ，またオ能が疑問祝され，ある時は偶像としてもてはやさ

れた。等身大のプレヒト＾矛盾の総体としての人問像を冷静に把握しようと

する試みは， 70年代に至ってようやく実を結んだ。

そうした観点から見れば，若き日のプレヒトの姿を欠点をも含めて描き出

そうとしたこの作品は，余りに時代に先行しすぎたとも言えようか。フライ

サーは種々の場で，［l分がプレヒトの友人であると弁明しなければならな力
21 

った。 「彼は私にと って死んではおらず，生きている」と語り， 若き日のプ

(667) 
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レヒトにバールを重ね合わせ，おそらくは「猛獣使い」としての一面をも愛

していたはずの フライサーにとっては，言わでものことであったに違いない。

興味深いのは，フライサー 自身自分の作品がそのように読まれる可能性を

まった＜計冥には入れていなかっ た点である。

「私は沓＜時には，他の人がそれを読むことは考えない。そうでなければ
22 

湛けないのだ。」

フライサーの文学を考える時，これもまた示唆に富む発言ではある。

る

ソ

ン。

t

E

 

VI 

「忘れ去られ，後年の名声の輝きをもはや見ずに終ることが詩人の生涯に
23 

おける幻滅に数えあげられるなら，彼女はこの幻滅は味わずにすんだ。」

まった＜予想もしなかった形で，運命の女神はその生涯の最後の時に彼女 i 

に微笑んだ。戦後ドイツ文学史においてもはや伝説とすらなった，世にいう

フライサー・ルネッサンスが始まったのだ。

フライサー再評価への道を開いたのは， 60年代後半における一連のフ ライ

サー劇上演の試みであった。まず1966年，「シャウビューネ」が 『強き一族』

を上演。 1968年には，ライナー・ヴェルナー・ファスビンダーが，作者の許

可を得ないままで『インゴルシュタットの工兵たち』 の改作版， 『例えばイ
24 

ンゴルシュタット』を上演， 1972年には名演出家ペーター・シュタインの手

になる『インゴルシュタットの煉獄』上演が大きな話題を集めた。

マリールイーゼ・フライサーを発見したのは若い世代である。 1944年生ま

れのマルティン・シュペル， 1946年生まれのライナー・ヴェルナー・フ ァス

ビンダー， 1946年生まれのフランツ・クサーファー・クレッツら新しい演劇

運動の旗手たちが一斉に，この老女流作家への信条告白をおこなった。彼ら

が新しい演劇傾向を代表する一派であったがゆえに，彼らの熱狂は時代の声

にまで高まっていった。

シュペル，ファスビンダー，クレッツらの提唱する演劇とは何だったのか。

それは，この後10年近くドイツ現代演劇界の主流となる，新しい民衆劇，批

判的民衆劇と呼ばれる一群の劇である。ネストロイ，ライムントらのウィー

ン民衆劇や，ツックマイヤーの作品のように批評家から高い評価を捧げられ

(668) 
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る作代はあるいは少数であるかもしれないが， )j言によって語られ生き生き

した［こ衆の生活の息吹きを感じさせる民衆削なる演lKIlジャンルは，常に変る

ことなく観客に愛され続けてきた。ところが，1968年頃からまったく異なる

あり様の民衆測がドイツ演劇の1廿界に姿をあらわす。

1966ギのシュペル作『低地バイ エルンの山狩り』が題材とするのは移住者

匁氏のうちの同性愛の肯年に対する共同体の迫苫であり，1970年に杏かれた

クレノツの『内職』では堕胎がテーマ として取り上げられる。 1968年に』ヵ

れフライサーに作げられたファスビンダーによる『外人野郎』は， ドイツの

田令町に入りこんできたギリシア人労働者に対する土地の青年の差別を描し

た作品てある。

舞台をバイエルンの田舎にとり，舞台上の言語として）j言が使用されると

いう点においてのみ伝統的民衆刺と共通の袖盤をもつと言える新しい民衆劇

には，従来の民衆劇を支えている前提条件，つまり匿名性の支配する大都市

ではなく狭いムラ共同体のもつぬくもりと安心感，はまったく無緑である。

若い作家達は，因襲や偏見が根強く巣食い，宗教の範から脱しきっていない

バイエルン地方を舞台として，ア ウ トサイ ダーの排斥，弱者への暴力，攻陀

としての形しかとりえぬ性など，閉鎖的精神状況の中で最も鮮明に浮かび上

ってくる現代社会の矛盾と，そこからの出口を見い出せない登場人物の姿を

何らの注釈を加えることもなく ，あ りのままにリアルに観客に提出する。こ

こては作者の視点は，上から作品世界を見下す立場をとらず，下から登場ノ

物の祝点にあわせて問題をいわば見あげている。

仮らのフライサーに対する感激は，40年も前にすでに自分たちの同時代）

がいたことに対する感激である。彼らはフライサーを母と呼び，フライサー

は彼らを 「息子たち」 とよんだ。息子たちの一人に附接合まれてはいない

が，やはり彼女を「精神上の母」 とするヘルベル ト・アハテルンプッシュは

次のように言う。

「彼女は1杯くことができた，プレヒトと は迩って。彼の方はいつも因くこ
25 

とと考えることを取り迩えていた。」

1972打 ， ついにズールカ ンプから 3 ~本の全集が発刊された。名声はどう

やらフライサーに出いついた。 1974年 2月2日，彼女はこの世を去る。遅す

ぎた名杵回復のしるしとして，1981年インゴルシュタットT|iはマリー）レイー

ゼ ・フライサー'Itを制定した。

(669) 
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今日マ リールイーゼ ・フライサーの文学は， ドイツ現代文学の一隅に独自

の地位を占めるにいたってい る。現時点のフ ライサー研究はと言えば，おお

よそ二つの方向に大別することができよう。一つは言うまでもなく， 民衆剌

の流れの上で彼女の文学を考えていこ うとする立場である。これに対して近

年目をひくのは， ドイツ文学研究にも押し寄せてきたフ ェミニズムにのっと

ってフライサーを評価しようとする研究である。女流作家だからといって，

すべてがフェ ミニズムの方法論による研究の対象となるわけではない。フ ラ

イサーは，その生涯と常に男女関係の力学を根底にすえてきた創作傾向の両
26 

面から，好個の研究材料を提供する ようであ る。

本稿ではまず，伝記的な面から この特異な作家を見つめてみた。次には，

作品世界に踏み込んで，彼女の問題性，現代性が問われねばならない。しか

しそれは，稿を改めて書き継がれるべき問題である。

注

底本として右記を用い， 以下GW, 巻数一頁数と略記する。 Marieluise FleiBer : 

Gesammelte Werke. Frankfurt a. M. 1972. 

1 誕生日については異説もある。なお以下の伝記的記述については，次に掲げる著召

が有益な示唆を与えてくれた。

Sissi Tax : M arieluise FleiBer. Schreiben, uberleben ; ein biographischer 

Versuch. Easel, Frankfurt a. M. 1984. 

2 GW 1-452. 3 GW 3-33. 

4 GW 2-298. 

5 彼女はナチスの時代について，特に発言を残してはいない。

6 Sissi Tax: a. a. 0., S. 207. 

1 GW 3-314. 8 GW 3-117. 

， ebd 10 GW 2-308. 

11 GW 3-117. 12 ebd 

13 GW 3-120. 14 ebd 

1s GW 3-121. 16 GW 3-132. 

11 GW 3-168. 18 GW 1-31. 

19 GW 3-121. 20 GW 3-127. 

21 GW 3-314. 22 GW 3-315. 

23 Franz Schonauer: Marieluise FleiBer aus /ngolstadt. In: Text + Kritik, 
Marieluise FleiBer. Hrsg. von Heinz Ludwig Arnold. MUnchen 1979,S. 3. 

演劇評論家ギュンター ・リューレの追悼文よりの引用である。

疇
・

/

’
 

~
 ，． 

ト:
.)・

5蕊

!i.. 3 ・ • 

女ol

(670) 
l 



マリー）レイーゼ ・フライサー ー 79-

24 ファスビンダーは， 1971年フライサーとの共同改作で「インゴルシュクットの工兵

たち」を上演している。

:is Sissi Tax : a. a. 0., S..J. 

26 このことは， ；ィギリス庭園てのt,1事ら 「馬と処女」 など邸い評価を受けている彼

女の散文作品にも，また殷ll作品にも同様に指摘されうる。
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